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１

　
は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
社
会
学
を
定
式
化
し
た
ひ
と
り
、
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ

ム
が
示
し
た
社
会
学
的
方
法
に
つ
い
て
、
彼
を
含
む
デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
が
そ
の

方
法
を
適
用
し
た
事
象
記
述
に
照
ら
し
て
、
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
考

察
を
通
じ
て
、
現
代
に
お
い
て
は
「
古
典
」
と
し
て
一
義
的
に
理
解
さ
れ
が
ち

な
そ
の
方
法
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
の
中
で
さ
え
様
々
に
解
釈
さ
れ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
社
会
学
の
豊
か
さ
を
可
能
に
し
た
古
典
の
多
様
性
を
示
し
て
み

た
い
。

　

こ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
、
本
稿
で
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
の
中
心
的
な

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
宗
教
、
特
に
供
犠
と
呼
ば
れ
る
事
象
に
つ
い
て
の

デ
ュ
ル
ケ
ム
、
ア
ン
リ
・
ユ
ベ
ー
ル
／
マ
ル
セ
ル
・
モ
ー
ス
に
よ
る
記
述
を
拾

い
上
げ
、
実
際
の
記
述
の
相
違
点
が
、
彼
ら
に
よ
る
社
会
学
的
方
法
の
解
釈
の

違
い
と
、
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
を
分
析
す
る
。

　

デ
ュ
ル
ケ
ム
が
一
八
九
五
年
に
公
刊
し
た
『
社
会
学
的
方
法
の
規
準
』（
以
下
、

『
規
準
』）
は
、
ゲ
オ
ル
グ
・
ジ
ン
メ
ル
の
『
社
会
学
』（1908

）、
マ
ッ
ク
ス
・

ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
『
社
会
学
の
根
本
概
念
』（1922

）
と
並
び
、
現
代
に
至
る
ま

で
の
社
会
学
の
対
象
と
方
法
を
定
め
た
古
典
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
豊
富
な
内
容
を
支
え
に
そ
れ
ら
に
現
れ
出
る
一
般
的
諸
形
式
を
示

し
た
『
社
会
学
』
や
、
法
律
を
想
起
さ
せ
る
普
遍
的
論
理
に
貫
か
れ
た
『
社
会

学
の
根
本
概
念
』
に
た
い
し
、『
規
準
』
で
は
、
事
例
、
論
理
と
も
に
そ
こ
ま

で
の
網
羅
性
、
厳
密
性
は
な
い
。

　

わ
れ
わ
れ
の
打
ち
立
て
た
定
式
が
将
来
改
定
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
こ
と

は
ま
っ
た
く
明
白
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
人
的
な
、
し
た
が
っ
て
お

の
ず
と
限
定
さ
れ
た
一
つ
の
実
践
の
要
約
で
あ
り
、
社
会
的
実
在
に
対
す

る
よ
り
広
く
よ
り
深
い
経
験
が
得
ら
れ
る
に
つ
れ
て
必
然
的
に
進
化
し
て

い
く
。（D

urkheim
 1901: X

=2018: 24

）

デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
供
犠
論
に
お
け
る
『
社
会
学
的
方
法
の
規
準
』
解
釈
の
複
数
性

│
│ 

社
会
的
な
物
と
機
能
の
意
味
分
析
を
通
じ
て 

│
│
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デ
ュ
ル
ケ
ム
自
身
が
こ
う
述
べ
る
よ
う
に
、『
規
準
』
で
示
さ
れ
た
社
会
学
的

方
法
は
、
完
成
物
と
し
て
で
は
な
く
、
実
践
的
研
究
を
通
じ
て
洗
練
さ
れ
て
い

く
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
試
案
的
な
性
質
を
も
つ
『
規
準
』
が
、
そ
の
発
表
当
初
か
ら
激

し
い
論
争
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
あ
る
種
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
、

『
規
準
』
の
素
案
と
な
る
一
八
九
四
年
の
諸
論
文
発
表
か
ら
続
い
た
、
デ
ュ
ル

ケ
ム
と
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
タ
ル
ド
の
論
争
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（Besnard 

1995; 

池
田 2009: 99-103

）。
だ
が
、『
規
準
』
に
反
応
し
た
の
は
タ
ル
ド
だ

け
で
は
な
い
。
実
際
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
一
九
〇
一
年
の
第
二
版
序
文
で
、
タ
ル

ド
以
外
の
複
数
の
論
者
と
論
点
に
応
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に

（Paoletti 1995: 247-8

）、『
規
準
』
は
、
広
く
議
論
の
余
地
が
あ
る
方
法
論
と

し
て
世
に
登
場
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
試
案
的
な
方
法
論
で
あ
る
『
規
準
』
が
、
そ
れ
が
適

用
さ
れ
た
供
犠
に
つ
い
て
の
ふ
た
つ
の
実
践
的
記
述
に
お
い
て
も
、
異
な
る
形

で
解
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
分
析
過
程
は
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
。
最
初
に
、
同
時
代
者
な
ら
び
に
デ
ュ
ル
ケ
ム
自
身
に
よ
る
『
規
準
』

解
釈
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究
で
の
分
析
方
法
を
検
討
し
、
対
比
的
に
本
稿
で

採
用
す
る
方
法
を
明
確
に
す
る
。
次
に
、
本
稿
の
分
析
対
象
と
な
る
デ
ュ
ル
ケ

ム
学
派
供
犠
論
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
た
整
理
を
行
う
。
そ
の
後
、

具
体
的
な
分
析
に
入
り
、
供
犠
に
つ
い
て
の
諸
記
述
に
お
い
て
、『
規
準
』
で

示
さ
れ
た
観
察
規
準
と
説
明
規
準
に
か
ん
し
て
、
異
な
る
解
釈
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
実
証
す
る
。
最
後
に
、
そ
の
分
析
結
果
を
ま
と
め
る
形
で
、
そ
れ
ら

の
供
犠
記
述
に
現
れ
る
『
規
準
』
解
釈
の
複
数
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

２

　『
規
準
』
解
釈
を
め
ぐ
る
先
行
研
究

　

ま
ず
、『
規
準
』
解
釈
の
複
数
性
を
示
す
ふ
た
つ
の
方
法
を
、
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・

パ
オ
レ
ッ
テ
ィ
（1995

）
と
マ
ッ
シ
モ
・
ボ
ル
ラ
ン
デ
ィ
（2012

）
に
よ
る
先

行
研
究
の
検
討
か
ら
確
か
め
る
。

　

パ
オ
レ
ッ
テ
ィ
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
存
命
時
の
、
主
に
デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
外
に

お
け
る
『
規
準
』
の
受
け
止
め
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
彼
は
、『
規
準
』

を
め
ぐ
る
論
争
で
の
論
点
が
、『
規
準
』
の
テ
ク
ス
ト
の
曖
昧
さ
に
由
来
す
る

こ
と
を
見
い
だ
し
た
。

　

そ
の
﹇
筆
者
注
：『
規
準
』
を
め
ぐ
る
論
争
の
﹈
複
雑
さ
の
ひ
と
つ
の

原
因
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
テ
ク
ス
ト
の
内
部
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

よ
う
す
る
に
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
は
そ
の
著
者
が
想
定
し
た
ほ
ど
の
理
論
的

な
一
貫
性
と
統
一
性
を
有
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
（Paoletti 1995: 

248

）

　

そ
う
述
べ
た
上
で
、
パ
オ
レ
ッ
テ
ィ
は
、『
規
準
』
初
版
内
で
の
認
識
論
的

物
と
存
在
論
的
物
の
区
別
の
不
明
確
さ
が
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
を
、
特

に
強
調
す
る
（Paoletti 1995: 261

）。
こ
れ
は
、
第
二
版
序
文
で
の
「
わ
れ

わ
れ
は
社
会
的
事
実
が
物
質
的
な
物
で
あ
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
」
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（D
urkheim

 1901: X
I=2018: 25

）
と
い
う
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
反
論
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
当
時
の
論
者
た
ち
が
両
者
を
同
一
の
も
の
と
受
け
止
め
る
余
地
が
、

初
版
の
テ
ク
ス
ト
に
あ
っ
た
こ
と
の
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後

に
、
本
稿
で
も
『
規
準
』
の
テ
ク
ス
ト
に
立
ち
返
り
、
更
な
る
検
討
を
行
う
こ

と
に
し
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
パ
オ
レ
ッ
テ
ィ
は
、『
規
準
』
を
め
ぐ
る
当
時
の
言
説
空
間

の
再
構
成
を
通
じ
て
、『
規
準
』
の
理
論
が
、
複
数
の
解
釈
を
可
能
と
す
る
曖

昧
さ
を
帯
び
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
に
所
属
し
な

い
論
者
に
よ
る
、『
規
準
』
に
直
接
言
及
す
る
理
論
的
論
稿
の
分
析
か
ら
導
か

れ
た
こ
の
知
見
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
を
分
析
対
象
と
す
る
本
稿
の
外
的
地
平

を
形
成
す
る
。

　

一
方
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
著
作
に
注
目
し
、
彼
自
身
の
『
規
準
』
解
釈
の
継

続
性
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
、
マ
ッ
シ
モ
・
ボ
ル
ラ
ン
デ
ィ
で
あ
る
。
彼
は
、

『
規
準
』
で
示
さ
れ
た
諸
規
準
の
内
の
い
く
つ
か
と
『
規
準
』
の
十
七
年
後
に

書
か
れ
た
『
宗
教
生
活
の
基
本
形
態
』（1912

。
以
下
、『
形
態
』）
で
採
用
さ

れ
た
方
法
を
比
較
し
、『
形
態
』
時
点
で
の
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
『
規
準
』
で
自
身

が
示
し
た
諸
規
準
に
終
始
「
忠
実la fidélité

」
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
て
い

る
（Borlandi 2012: 380

）。

　

ボ
ル
ラ
ン
デ
ィ
の
力
点
は
、
こ
の
忠
実
さ
を
示
す
こ
と
を
通
じ
て
、『
規
準
』

か
ら
『
形
態
』
に
か
け
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
内
部
で
実
証
主
義
か
ら
主
意
主
義

へ
の
転
換
が
生
じ
た
、
と
い
う
タ
ル
コ
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
的
解
釈
の
誤
り
を

示
す
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
。
彼
は
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
的
解
釈
の
誤
謬
が
、
後
生

の
読
解
者
が
自
身
の
主
張
へ
の
適
用
を
第
一
に
考
え
て
過
去
の
理
論
を
解
釈
す

る
「
現
在
主
義
」
に
由
来
す
る
と
鋭
く
看
破
す
る
（Borlandi 2012: 382

）。

古
典
解
釈
を
行
う
研
究
は
、
テ
キ
ス
ト
が
置
か
れ
た
文
脈
か
ら
離
れ
た
「
現
在

主
義
」
に
陥
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ボ
ル
ラ
ン
デ
ィ
の
研
究
を
貫
く
こ
の
主
張
は
、

本
稿
で
の
分
析
手
法
に
も
引
き
継
が
れ
る
。

　
『
形
態
』
の
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
、
い
か
な
る
点
で
『
規
準
』
に
忠
実
で
あ
る
か

に
つ
い
て
の
ボ
ル
ラ
ン
デ
ィ
の
知
見
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
、
一
九
一
二

年
の
『
規
準
』
解
釈
が
形
成
さ
れ
た
過
程
に
注
目
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
そ
の

解
釈
は
、『
規
準
』
初
版
発
行
後
の
十
七
年
間
に
お
い
て
、
パ
オ
レ
ッ
テ
ィ
が

分
析
し
た
様
々
な
論
争
を
経
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
形
成
し
て
い
っ
た
ひ
と
つ

4

4

4

の

『
規
準
』
解
釈
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
デ
ュ
ル
ケ
ム

自
身
が
『
規
準
』
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
思
考
を
深
め
て

い
っ
た
独
自
の
形
跡
が
、『
規
準
』
の
応
用
研
究
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
『
自
殺

論
』（1897

）
を
含
め
、
そ
の
一
七
年
間
に
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
端
々
に
見

い
だ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

特
に
、
一
九
〇
一
年
に
書
か
れ
た
『
規
準
』
第
二
版
序
文
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム

が
、
共
同
研
究
者
た
ち
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
、
自
身
の
理
論
に
つ
い
て
の
解
釈

を
、
初
版
の
時
点
か
ら
深
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
モ
ー

ス
と
ポ
ー
ル
・
フ
ォ
コ
ネ
に
よ
る
『
大
百
科
事
典
』（1901

）「
社
会
学
」
項
目

で
使
わ
れ
た
「
制
度institution

」
の
語
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
よ
る
社
会
的
事

実
の
説
明
に
初
め
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
自
身
の
『
規
準
』
解

釈
の
進
展
を
示
す
最
た
る
例
で
あ
る
（D

urkheim
 1901: X

V
II=2018: 42

）。
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他
に
も
、
初
版
以
降
に
生
じ
た
論
争
を
ふ
ま
え
、
存
在
論
的
物
と
認
識
論
的
物

に
つ
い
て
、
初
版
に
比
べ
よ
り
明
確
な
区
別
も
な
さ
れ
て
い
る
（D

urkheim
 

1901: X
I=2018: 25

）。

　

こ
の
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
『
規
準
』
初
版
か
ら
第
二
版
に
か
け
て
、
当

時
の
論
敵
と
の
議
論
に
応
え
る
形
で
、
論
理
や
語
句
を
整
理
し
、
独
自
の
『
規

準
』
解
釈
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
ボ
ル
ラ
ン
デ
ィ
の
研
究
は
、
そ
の
発
展
の
道

筋
が
『
自
殺
論
』、『
規
準
』
第
二
版
序
文
以
降
も
、『
形
態
』
に
ま
で
及
ん
で

い
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
言
え
る
。

　

以
上
で
は
、『
規
準
』
解
釈
の
複
数
性
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
先
行
研
究

で
示
さ
れ
た
ふ
た
つ
の
方
法
を
見
て
き
た
。
ひ
と
つ
は
、
パ
オ
レ
ッ
テ
ィ
の
よ

う
に
、『
規
準
』
を
め
ぐ
る
当
時
の
言
説
状
況
に
あ
た
り
、『
規
準
』
を
め
ぐ
る

論
争
と
様
々
な
読
解
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
解
釈
を
相
対

化
す
る
方
法
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
ボ
ル
ラ
ン
デ
ィ
の
研
究
の
よ
う
に
、

諸
著
作
に
現
れ
る
デ
ュ
ル
ケ
ム
自
身
の
『
規
準
』
解
釈
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

変
遷
を
提
示
す
る
方
法
で
あ
る
（
一
例
と
し
て
、
兒
玉 1996: 79-83
）。

　

本
稿
で
は
、
彼
ら
の
知
見
を
参
照
し
つ
つ
、
彼
ら
と
は
異
な
る
対
象
と
方
法

を
通
じ
て
『
規
準
』
解
釈
の
複
数
性
を
示
し
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
本
稿

は
、『
規
準
』
が
事
象
を
社
会
学
的
に
記
述
す
る
方
法
論
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、

そ
の
方
法
論
に
基
づ
く
実
践
的
記
述
の
中
に
、
多
様
な
『
規
準
』
解
釈
を
見
い

だ
す
こ
と
を
試
み
る
。

　

実
践
に
お
け
る
理
論
解
釈
に
焦
点
を
当
て
る
本
稿
で
は
、『
規
準
』
の
テ
ク

ス
ト
を
め
ぐ
る
理
論
的
論
争
を
分
析
し
た
パ
オ
レ
ッ
テ
ィ
と
は
異
な
る
次
元
で

の
議
論
が
、
分
析
の
対
象
と
な
る
。
同
時
に
、『
規
準
』
に
従
っ
た
デ
ュ
ル
ケ

ム
学
派
で
の
諸
記
述
を
対
象
と
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、『
規
準
』
賛
同

者
と
批
判
者
と
い
う
対
立
軸
に
着
目
し
た
パ
オ
レ
ッ
テ
ィ
の
分
析
と
は
異
な
る
。

　

一
方
で
、『
規
準
』
に
基
づ
く
実
践
的
記
述
は
、
ボ
ル
ラ
ン
デ
ィ
が
分
析
し

た
『
形
態
』
な
ど
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
自
身
の
手
に
よ
る
研
究
に
限
定
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。『
社
会
分
業
論
』（1893

）
で
の
論
理
に
従
い
「
社
会
学
の
適
切
な

構
築
は
、
集
合
的
な
任
務
」（H

eilbron 2015: 77

）
と
理
解
す
る
デ
ュ
ル
ケ
ム

に
と
っ
て
、『
規
準
』
は
、
彼
個
人
だ
け
が
適
用
す
べ
き
方
法
論
で
は
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
方
法
論
の
実
践
を
目
的
と
す
る
『
社
会
学
年
報
』（1898- 

1913

。
以
下
『
年
報
』）、
デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
の
中
軸
を
な
す
雑
誌
が
創
刊
さ
れ

た
の
で
あ
る
（D

urkheim
 1901: X

=2018: 24; 1899: II; 

内
藤 1988: 10-1

）。

こ
う
し
た
事
情
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
、『
規
準
』
で
の
方
法
論
に
基
づ
く
実

践
的
記
述
を
分
析
す
る
本
稿
の
試
み
の
射
程
を
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
個
人
の
諸
著
作

を
超
え
、
そ
う
し
た
集
合
的
な
営
み
に
拡
大
す
る
。

　

も
し
も
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
を
中
心
と
し
た
そ
の
集
合
的
な
試
み
の
中
で
、
具
体

的
な
事
象
記
述
に
お
い
て
『
規
準
』
が
別
様
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
『
規
準
』
が
も
つ
多
様
な
解
釈
可
能
性
を
実
証

的
に
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
本
稿
の
作
業
目
的
で
あ
る
。
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デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
宗
教
部
門
の

　
　
供
犠
記
述
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

　

以
上
の
作
業
目
的
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
、
比
較
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、

あ
る
単
一
の
事
象
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
を
含
む
複
数
の
デ
ュ
ル

ケ
ム
学
派
の
構
成
員
に
よ
る
複
数
の
記
述
を
分
析
す
る
。そ
の
事
象
と
は
、『
自

殺
論
』
以
後
の
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
関
心
を
向
け
た
宗
教
の
構
成
要
素
の
ひ
と
つ
、

供
犠
で
あ
る
。

　

デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
に
お
い
て
供
犠
を
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
論
稿
と
し
て

は
、
一
八
九
九
年
の
『
年
報
』
第
二
巻
掲
載
の
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
の
共
著
論

文
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
つ
い
て
の
試
論
」（
以
下
、「
供
犠
論
」）
と
既
出

の
『
形
態
』
第
三
部
が
存
在
す
る
。
前
者
に
は
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
の
名
が
冠

さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
と
モ
ー
ス
の
書
簡
集
を
分
析
し
た
複
数
の
研
究

に
よ
り
、
そ
の
形
成
過
程
に
デ
ュ
ル
ケ
ム
も
積
極
的
に
関
与
し
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
（Besnard: 2003; 

山
﨑 2009; Ptacek 2015

）。
後
者
も

ま
た
、
山
﨑
亮
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
が
担
当
し
て
い
た

『
年
報
』
の
宗
教
部
門
で
の
知
見
の
積
み
重
ね
の
上
に
、
成
立
し
て
い
る
（
山

﨑 2014: 484

）。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
論
稿
は
、
一
八
九
五
年
の
『
規
準
』
以

後
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
、
ユ
ベ
ー
ル
、
モ
ー
ス
と
い
う
デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
宗
教
部

門
が
行
っ
た
集
合
的
研
究
の
所
産
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
論
稿
を
、
個
々
の
著
者
研
究
の
文
脈
か
ら
扱
っ
た
先
行
研
究
は
数

多
く
存
在
す
る
（
溝
口 2011; 

樫
尾 1990

な
ど
）。

　

一
方
で
、
両
論
稿
を
包
括
的
に
分
析
す
る
視
点
は
、
近
年
登
場
し
た
（
山
﨑 

2009; Ptacek 2015

）。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
先
に
挙
げ
た
書
簡
集
の
刊
行

が
あ
る
（D

urkheim
 1998

）。
そ
れ
に
よ
り
、「
供
犠
論
」
執
筆
に
お
け
る
デ
ュ

ル
ケ
ム
、
ユ
ベ
ー
ル
、
モ
ー
ス
の
協
働
作
業
の
存
在
が
示
さ
れ
、
そ
の
後
「
呪

術
論
」（1904

）
や
『
形
態
』
を
生
み
出
す
『
年
報
』
宗
教
部
門
の
緊
密
な
連

帯
が
実
証
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
『
年
報
』
発
刊
以
来
の
そ
の
集
合
的
営
み
の
中
に
、「
供
犠
論
」
と
『
形
態
』

を
置
い
て
み
る
こ
と
で
、
ボ
ル
ラ
ン
デ
ィ
が
『
形
態
』
に
か
ん
し
て
分
析
し
た

よ
う
に
、『
規
準
』
の
影
響
を
「
供
犠
論
」
に
つ
い
て
も
分
析
す
る
本
稿
の
視

座
が
開
け
る
。

　

し
か
し
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
を
中
心
と
し
た
集
合
的
研
究
の
所
産
で
あ
る
そ
れ
ら

の
論
稿
に
お
い
て
、
彼
が
示
し
た
「
社
会
学
的
」
で
あ
る
た
め
の
諸
規
準
に
つ

い
て
、
解
釈
が
違
え
る
余
地
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

あ
る
い
は
逆
に
、「
社

会
学
の
科
学
性
と
そ
の
客
観
的
方
法
に
つ
い
て
広
範
な
合
意
が
存
在
し
て
い

た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
「『
社
会
学
年
報
』
の
グ
ル
ー
プ
内
で
『
規
準
』
は
決

し
て
全
面
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
」（Paoletti 1995: 250

）
と

い
う
指
摘
は
、「
供
犠
論
」
に
ど
こ
ま
で
当
て
は
ま
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

以
下
で
は
、
本
稿
の
分
析
の
前
提
と
し
て
、
端
的
に
そ
れ
ら
の
問
い
に
答
え

よ
う
。
ま
ず
、「
供
犠
論
」
で
の
記
述
に
『
規
準
』
の
方
法
論
が
適
用
さ
れ
て

お
り
、
同
時
に
、
そ
こ
に
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
独
自
の
『
規
準
』
解
釈
が
入
り

込
む
余
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
、「
供
犠
論
」
の
執
筆
状
況
か
ら
確
か
め
る
。
そ



1233（70）

の
上
で
、「
供
犠
論
」
と
『
形
態
』
に
お
け
る
供
犠
の
扱
い
が
異
な
る
と
指
摘

す
る
メ
リ
ッ
サ
・
プ
タ
セ
ク
の
主
張
を
見
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
論
稿
で
の
供

犠
記
述
に
差
異
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
よ
う
。

　
「
供
犠
論
」
に
お
い
て
、『
規
準
』
へ
の
直
接
的
な
引
用
は
な
い
。
し
か
し
、

先
行
研
究
は
、「
供
犠
論
」
を
含
む
モ
ー
ス
の
初
期
論
稿
に
「『
社
会
学
的
方
法

の
規
準
』
で
の
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
掟
を
彼
固
有
の
領
域
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
継

続
的
な
関
心
」（D

ubar 1969: 516

）
を
見
い
だ
し
て
き
た
。
実
際
、
デ
ュ
ル

ケ
ム
の
弟
子
で
あ
り
、
既
述
の
目
的
を
も
つ
『
年
報
』
に
創
刊
号
か
ら
関
与
す

る
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
が
、『
年
報
』
第
二
巻
の
第
二
論
文
と
し
て
掲
載
さ
れ

た
「
供
犠
論
」
で
、『
規
準
』
を
無
視
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、「
供
犠

論
」
は
、
一
八
九
七
年
末
に
そ
の
計
画
を
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
知
り
（D

urkheim
 

1998: 90

）、
彼
に
よ
る
論
点
整
理
、
論
理
の
明
確
化
、
題
名
提
案
を
経
て
、
一

八
九
九
年
に
掲
載
さ
れ
た
。『
年
報
』
で
の
位
置
と
『
規
準
』
執
筆
直
後
の
デ
ュ

ル
ケ
ム
に
よ
る
一
年
強
の
関
与
は
、
先
行
研
究
で
の
主
張
を
裏
づ
け
る
傍
証
と

い
え
る
。

　

と
は
い
え
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
よ
る
「
供
犠
論
」
の
執
筆
作
業
に
お
い

て
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
あ
く
ま
で
指
導
的
・
助
言
的
な
立
場
に
と
ど
ま
っ
た

（Besnard 2003: 322

）。
こ
れ
は
、「
供
犠
論
」
で
の
記
述
に
は
、
彼
ら
な
り

に
解
釈
さ
れ
た
社
会
学
的
方
法
の
諸
規
準
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

そ
の
際
、
注
目
す
べ
き
は
、
一
八
九
九
年
の
「
供
犠
論
」
が
、『
規
準
』
の

初
版
と
第
二
版
の
間
に
位
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
う
す
る
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ム

が
自
身
の
解
釈
を
よ
り
明
確
に
し
た
第
二
版
序
文
以
前
に
、「
供
犠
論
」
は
書

か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
曖
昧
さ
を
帯
び
た
『
規
準
』
初
版
が
、
ユ
ベ
ー

ル
と
モ
ー
ス
の
参
照
先
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

つ
ま
り
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
関
与
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
供
犠
論
」
に
は
、『
規

準
』
第
二
版
序
文
あ
る
い
は
『
形
態
』
と
は
異
な
る
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
独

自
の
『
規
準
』
解
釈
が
入
り
込
む
余
地
が
あ
る
。

　

現
に
、「
供
犠
論
」
と
『
形
態
』
が
別
の
枠
組
み
に
お
い
て
供
犠
を
扱
っ
て

い
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
メ
リ
ッ
サ
・
プ

タ
セ
ク
に
よ
れ
ば
、「
供
犠
論
」
が
供
犠
の
み
を
扱
い
、
そ
れ
を
複
数
の
目
的

を
同
時
に
果
た
し
う
る
儀
式
と
み
な
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、『
形
態
』
で
は
、

他
の
儀
礼
と
並
列
さ
れ
た
供
犠
に
単
一
の
目
的
を
割
り
当
て
る
思
考
が
見
ら
れ

る
（Ptacek 2015: 86

）。
言
い
換
え
れ
ば
、
供
犠
の
記
述
・
説
明
の
み
に
従

事
す
る
「
供
犠
論
」
に
た
い
し
、『
形
態
』
は
他
の
様
々
な
宗
教
的
儀
式
と
の

並
列
的
な
関
係
の
中
で
、
供
犠
を
記
述
・
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
供
犠
を

単
体
で
扱
う
か
、
宗
教
と
い
う
広
い
枠
組
み
の
中
で
扱
う
の
か
と
い
う
立
場
の

違
い
が
、
そ
こ
に
は
存
在
す
る
。

　

プ
タ
セ
ク
の
研
究
は
、
以
上
の
立
場
の
違
い
を
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
と
ユ
ベ
ー
ル
、

モ
ー
ス
の
供
犠
観
と
し
て
事
実
確
認
的
に
示
し
て
い
る
。
た
い
し
て
、
本
稿
で

は
、
そ
の
違
い
を
含
む
「
供
犠
論
」
と
『
形
態
』
の
供
犠
記
述
に
見
ら
れ
る
差

異
を
、
そ
れ
ら
の
方
法
論
た
る
『
規
準
』
と
の
関
係
の
上
で
考
察
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
以
上
の
試
み
の
比
較
軸
と
し
て
、「
物
・
モ
ノ
・
事
象

chose

」（
以
下
、
物
）
が
含
ま
れ
る
『
規
準
』
第
二
章
の
観
察
規
準
と
「
機
能

fonction

」
が
含
ま
れ
る
第
五
章
の
説
明
規
準
を
取
り
上
げ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
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前
者
は
、『
規
準
』
初
版
の
多
様
な
解
釈
を
可
能
に
し
た
と
パ
オ
レ
ッ
テ
ィ
が

指
摘
す
る
、
存
在
論
的
物
と
認
識
論
的
物
の
曖
昧
な
区
別
に
関
与
し
、
後
者
は
、

「
供
犠
論
」
の
正
式
な
表
題
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に
つ
い
て
の
試
論
」
の
通
り
、

供
犠
記
述
に
お
け
る
主
題
の
ひ
と
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、そ
れ
ら
の
規
準
と
語
を
め
ぐ
る
解
釈
の
差
異
が
、そ
れ
ぞ
れ
『
規

準
』
で
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
「
供
犠
論
」
と
『
形
態
』
で
の
供
犠
記
述
に
お

い
て
、
生
じ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
本
稿
の
目
的
に
照
ら
せ
ば
、
供

犠
記
述
で
の
そ
う
し
た
差
異
が
『
規
準
』
解
釈
の
差
異
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
を

通
じ
て
、『
規
準
』
解
釈
の
複
数
性
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、「
供

犠
論
」
と
『
形
態
』
で
の
供
犠
理
解
の
相
違
が
、『
規
準
』
解
釈
の
差
異
か
ら

説
明
さ
れ
る
こ
と
も
、
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

４

　『
規
準
』
に
お
け
る
社
会
的
事
実
と
社
会
的
な
物

　

ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、『
規
準
』
第
二
章
の
「
最
も
基
本
的
な
規
準
は
、

社
会
的
事
実
を
物
の
よ
う
に
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る

4
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4

4

4

4

4
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4

4
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sociaux com
m
e des choses

」（RS 20=66

）
と
い
う
観
察
規
準
で
あ
る
。

　
『
規
準
』
で
は
、
こ
の
規
準
か
ら
始
ま
る
認
識
論
的
な
規
準
の
提
示
に
先
立
っ

て
、
そ
の
認
識
対
象
と
な
る
「
社
会
的
事
実
」
が
存
在
論
的
に
定
義
さ
れ
て
い

る
。「
社
会
的
事
実
と
は
、
そ
の
固
定
性
に
関
わ
り
な
く
個
人
に
外
的
拘
束
を

及
ぼ
し
う
る
、
あ
ら
ゆ
る
行
為
様
式
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
れ

は
、
そ
の
個
人
的
な
表
現
か
ら
独
立
し
た
そ
れ
自
身
の
存
在
性
を
も
つ
、
所
与

の
社
会
に
一
般
的
に
広
ま
っ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
様
式
で
あ
る
」（RS 

19=64

）。
社
会
学
的
方
法
の
規
準
と
は
、
そ
う
し
た
存
在
性
を
も
つ
行
為
様

式
を
、
い
か
に
し
て
認
識
す
る
の
か
の
規
準
で
あ
る
。

　

存
在
論
的
に
定
義
さ
れ
る
社
会
的
事
実
に
た
い
し
て
、
認
識
論
的
な
観
察
規

準
に
現
れ
る
物
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
後
に
第
二
版
序
文
で
も
繰
り
返
す
よ
う
に
、

研
究
者
の
構
築
し
た
観
念
や
予
断
と
の
対
比
に
お
け
る
認
識
論
的
次
元
で
の
物

で
し
か
な
く
、
そ
こ
に
は
存
在
に
か
ん
す
る
含
意
は
な
い
。
よ
う
す
る
に
、
観

察
規
準
に
お
け
る
物
と
は
、
一
般
常
識
や
概
念
と
い
っ
た
人
間
の
ド
グ
マ
を
退

け
、
そ
の
も
の
と
し
て
の
社
会
的
事
実
を
考
察
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め

に
採
用
さ
れ
た
語
で
し
か
な
い
（RS 20-1=66-7

）。

　

し
か
し
、『
規
準
』
の
続
く
議
論
に
お
い
て
は
、
密
や
か
に
社
会
的
事
実
の

存
在
論
的
物
質
性
が
、
そ
れ
を
認
識
論
的
に
物
と
し
て
扱
う
こ
と
の
論
拠
と
し

て
導
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

　

社
会
的
事
実
は
、
こ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
自
然
か
つ
直
接
的
に
物
と
し
て

の
あ
ら
ゆ
る
特
徴
を
帯
び
て
い
る
。
法
は
法
典
に
存
在
し
て
い
る
し
、
日

常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
は
統
計
数
字
の
中
や
歴
史
的
記
念
物
の
中
に

記
録
さ
れ
て
い
る
…
…
こ
の
よ
う
な
社
会
的
事
実
は
、
個
人
意
識
の
外
部

に
構
築
さ
れ
る
傾
向
を
、
そ
の
本
性
そ
の
も
の
と
し
て
も
っ
て
い
る
の
だ
。

（RS 39=86-7

）

こ
の
文
章
は
、
社
会
的
事
実
が
認
識
論
的
次
元
に
お
い
て
個
人
意
識
の
外
部
に
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構
築
さ
れ
る
傾
向
を
、
法
典
や
統
計
数
字
や
歴
史
的
記
念
物
と
い
っ
た
物
質
的

な
「
物
と
し
て
」
の
社
会
的
事
実
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
つ

い
て
は
、「
初
版
の
テ
ク
ス
ト
は
…
…
一
部
で
は
批
判
的
認
識
論
の
一
節
に
属

す
る
よ
う
に
見
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
箇
所
に
お
い
て
は
、
実
在
論
的

仮
説
、
す
な
わ
ち
方
法
論
的
表
象
が
現
実
に
あ
る
物
と
対
応
し
て
い
る
と
い
う

確
信
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
」（Paoletti 1995: 261

）
と
の
指
摘
は
適
切
で
あ

ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
社
会
的
事
実
を
人
々
の
意
識
的
結
合
と
し
て
理
解
す
る
デ
ュ
ル

ケ
ム
は
、
人
で
も
、
意
識
で
も
な
い
と
い
う
二
重
の
否
定
性
を
も
つ
物
質
的
な

物
に
、
社
会
学
的
分
析
に
お
け
る
積
極
的
な
意
義
を
認
め
な
い
。

　

内
的
社
会
環
境
を
構
成
す
る
要
素
に
は
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
物
と
人
だ
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
物
の
中
に
は
、
社
会
に
組
み
こ
ま

れ
て
い
る
物
質
的
な
物
の
み
な
ら
ず
、
す
で
に
な
さ
れ
た
社
会
的
活
動
の

所
産
…
…
な
ど
も
含
み
こ
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
…
し
か
し
、
ど
の

物
で
あ
れ
、
社
会
の
変
容
を
促
す
推
進
力
を
も
た
ら
さ
な
い
…
…
そ
れ
は

社
会
の
生
命
力
が
向
か
う
素
材
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
自
身
で
は
い
か
な

る
生
命
力
も
発
さ
な
い
。（RS 138=193

）

　

物
一
般
の
社
会
学
的
意
義
に
つ
い
て
の
こ
の
否
定
を
経
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、

物
質
性
が
剥
ぎ
取
ら
れ
た
、「
社
会
的
な
物choses sociales

」
と
い
う
存
在

論
と
認
識
論
が
重
な
り
あ
う
定
義
に
到
達
す
る
。「
わ
れ
わ
れ
が
社
会
的
事
実

を
物
の
よ
う
に
考
察
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
社
会
的
な
物

4

4

4

4

4

と
し
て
…
…
で

あ
る
」。
こ
こ
で
は
、
認
識
論
的
な
「
物
の
よ
う
に
」
が
、
存
在
論
的
な
「
物

と
し
て
」
に
重
な
り
あ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
社
会
的
な
物
は
、
存
在
論

的
に
は
、「
社
会
現
象
を
特
徴
づ
け
る
あ
の
一
種
独
特
の

4

4

4

4

4

非
物
質
性
」
に
よ
っ

て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
物
質
的
な
物
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
る
（RS 176-7=235

）。

　

こ
の
よ
う
に
、『
規
準
』
で
の
物
を
め
ぐ
る
論
理
展
開
は
、
複
雑
な
工
程
を

も
つ
。
ま
ず
、
社
会
的
事
実
が
も
つ
存
在
論
的
外
在
性
を
物
質
性
に
結
び
つ
け

る
こ
と
で
、
そ
の
認
識
論
的
な
物
性
を
保
証
し
、
そ
の
後
、
物
質
的
な
物
の
社

会
学
的
意
義
の
除
去
を
通
じ
て
、
社
会
的
事
実
を
認
識
論
的
な
物
性
と
存
在
論

的
な
非
物
質
性
を
も
つ
「
社
会
的
な
物
」
と
し
て
定
義
す
る
、
と
い
う
過
程
が

そ
こ
に
は
あ
る
。

　

複
雑
な
論
理
展
開
は
、
解
釈
を
行
う
側
が
、
そ
の
過
程
の
一
部
を
必
要
以
上

に
強
く
受
け
取
る
結
果
を
も
た
ら
し
や
す
い
。
実
際
、『
規
準
』
初
版
発
行
以

後
の
論
争
に
お
い
て
、
論
敵
の
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
の
が
、
認
識
論
的

次
元
と
存
在
論
的
次
元
に
ま
た
が
る
社
会
的
な
物
の
所
在
で
あ
っ
た
（Pao-

letti 1995: 2

）
1
（

53-64

）。

　

そ
こ
で
の
議
論
を
受
け
て
、
第
二
版
序
文
で
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
最
初
か
ら
、

初
版
の
最
終
的
な
結
論
で
あ
る
、
社
会
的
事
実
の
、
認
識
論
的
次
元
に
お
け
る

物
性
と
存
在
論
的
次
元
に
お
け
る
意
識
性
、
非
物
質
性
を
強
く
打
ち
出
し
て
い

る
（D

urkheim
 1901 X

I=2018: 25; 33

）。「
社
会
現
象
と
い
う
も
の
が
、
物

質
的
な
物
で
は
な
く
と
も
、
そ
れ
で
も
研
究
対
象
た
り
う
る
現
実
的
な
も
の
で

あ
る
」（D

urkheim
 1901 X

I=2018: 43

）。
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
で
、
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デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
社
会
的
な
物
の
次
元
を
め
ぐ
る
論
争
に
ひ
と
つ
の
決
着
を
も

た
ら
そ
う
と
し
た
。
一
方
で
、
そ
の
決
着
は
、「
物
質
的
な
物
で
は
な
く
と
も
」

と
い
う
断
り
が
示
す
よ
う
に
、
身
体
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
物
質
的
な
物
が
、
社
会

学
的
記
述
・
説
明
の
背
後
に
退
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
『
規
準
』
初
版
を
め
ぐ
る
論
争
の
結
果
と
し
て
の
、
第
二
版
序
文
に
お
け
る

結
論
の
そ
う
し
た
断
言
的
提
示
は
、
そ
の
後
『
形
態
』
で
の
供
犠
記
述
に
ま
で

続
く
、
社
会
的
な
物
の
非
物
質
性
と
そ
れ
に
た
い
す
る
物
質
的
な
物
の
低
位
と

い
う
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
自
身
の
解
釈
を
決
定
づ
け
て
い
る
。
一
方
で
、
第
二
版
序

文
の
前
に
書
か
れ
た
「
供
犠
論
」
で
の
供
犠
記
述
に
目
を
や
る
と
、
物
質
的
な

物
は
む
し
ろ
中
心
的
な
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
。
次
項
で
は
、
そ
の
位
置
づ
け

の
違
い
に
つ
い
て
詳
細
を
分
析
す
る
。

５

　
供
犠
に
お
い
て
物
質
的
な
物
と
社
会
的
な
物
が
占
め
る

　
　
位
置
を
め
ぐ
る
相
違

　
『
規
準
』
第
二
版
序
文
で
の
、
物
か
ら
社
会
学
的
意
義
を
剥
奪
す
る
社
会
的

事
実
の
非
物
質
性
の
強
調
に
た
い
し
、「
供
犠
論
」
で
は
物
質
的
な
物
に
、
よ

り
積
極
的
な
意
義
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、
供
犠
の
本
質
は
そ
れ
が
執
り
行
わ
れ
る
方
法
に
あ

り
、
そ
の
「
方
法
は
、
聖
な
る
世
界
と
俗
な
る
世
界
と
の
伝
達
を
、
犠
牲
す
な

わ
ち
儀
式
を
通
じ
て
破
壊
さ
れ
る
あ
る
物une chose

の
媒
介
に
よ
っ
て
、
確

立
す
る
こ
と
に
あ
る
」（SA

: 133=104

）
と
い
う
結
論
に
到
達
し
た
。
こ
の

方
法
は
、
様
々
な
社
会
的
な
目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
個
々
の
集
団
に
お

い
て
外
見
を
異
に
す
る
多
様
な
供
犠
事
象
を
形
成
す
る
。
そ
の
よ
う
に
論
じ
る

ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
に
と
っ
て
、
犠
牲
と
い
う
物
質
的
な
物
は
、
供
犠
が
供
犠

た
る
中
核
を
担
う
存
在
で
あ
り
、
社
会
学
的
に
行
わ
れ
る
記
述
の
主
な
対
象
と

な
る
。

　

実
際
、「
供
犠
論
」
で
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
、
人
や
獣
を
含
む

物
質
的
な
物
で
あ
る
犠
牲
が
、
破
壊
さ
れ
る
過
程
で
あ
る
。
供
犠
に
お
い
て
、

犠
牲
と
な
る
物
質
的
な
物
は
ど
の
よ
う
に
破
壊
さ
れ
て
い
く
の
か
。
ユ
ベ
ー
ル

と
モ
ー
ス
は
、
そ
の
問
い
に
応
え
る
形
で
、
準
備
、
入
式
、
犠
牲
の
入
場
、
破

壊
、
退
式
の
一
連
の
過
程
が
、
あ
ら
ゆ
る
供
犠
に
共
通
す
る
図
式
で
あ
る
と
主

張
す
る
（SA

 89=57

）。
供
犠
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
そ
の
社
会
学
的
図
式
に
お

い
て
、
物
質
的
な
物
は
、
人
間
の
控
え
や
社
会
の
背
後
で
は
な
く
、
そ
れ
な
く

し
て
は
供
犠
が
成
立
し
え
な
い
と
い
う
意
味
で
、
そ
の
中
心
を
占
め
て
い
る
。

　

同
時
に
、
そ
の
過
程
は
『
規
準
』
で
述
べ
ら
れ
た
社
会
的
事
実
で
も
あ
る
。

│
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│
│
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│
│
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│
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
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│
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│
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

（
１

） 　

デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
の
内
部
で
も
、
観
察
規
準
で
の
物
が
物
質
的
な
物
を
意
味
す
る
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
。
モ
ー
リ
ス
・
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
は
、『
自
殺
論
』
の
後
継
と
し

て
書
い
た
『
自
殺
の
諸
原
因
』
に
て
、
自
殺
に
か
ん
す
る
統
計
的
研
究
は
、
第
一
に
物
質
的
に
痕
跡
が
残
る
自
殺
手
段
の
分
析
か
ら
始
め
る
べ
き
と
い
う
自
身
の
主
張
を
、
以
下
の
よ
う
に
裏

づ
け
る
。「
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
示
し
た
よ
う
に
、
社
会
学
的
観
察
の
第
一
規
準
は
、
ま
ず
も
っ
て
社
会
的
事
実
を
物
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
、
そ
れ
ら
を
そ
れ
ら
の
物
質
的
形
態
に
お
い
て
把
握
す

る
こ
と
で
あ
る
」（H

albw
achs 1930: 42

）。
お
そ
ら
く
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
否
定
す
る
、
観
察
規
準
の
こ
う
し
た
解
釈
の
上
で
、
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
は
、
自
殺
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
研
究
を
、

現
代
の
統
計
学
に
適
す
る
も
の
へ
と
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
供
犠
の
一
連
の
過
程
は
「
宗
教
的
な
行
為
主
体
の
媒
介
に
よ
っ
て

し
か
行
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
宗
教
的
行
為
で
あ
る
」（SA

 47=25

）
が
、

そ
の
行
為
形
態
は
、
供
犠
を
行
う
こ
と
を
望
ん
だ
供
犠
祭
主
も
、
多
く
の
場
合

に
供
犠
を
執
り
行
う
供
犠
祭
司
も
、
恣
意
的
に
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
聖

典
や
伝
統
に
よ
っ
て
彼
ら
に
外
的
に
課
さ
れ
て
い
る
（SA

 47-56=25-31

）。

入
式
に
お
け
る
潔
斎
、
犠
牲
の
破
壊
方
法
、
退
式
の
宣
言
な
ど
は
、
個
々
の
供

犠
の
目
的
に
応
じ
て
変
化
す
る
と
し
て
も
、
常
に
個
人
の
恣
意
性
の
域
外
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
「
自
律
性
」
を
も
ち
「
単
に
一
連
の
個
人
的
な
動
作
か
ら
成

り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」（SA

 134=105

）
供
犠
は
、『
規
準
』
が
定

義
す
る
社
会
的
事
実
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、「
供
犠
論
」
は
、『
規
準
』
で
の
定
義
を
ふ
ま
え
、
供
犠
を
外
的
に

課
せ
ら
れ
た
一
連
の
行
為
形
態
＝
社
会
的
事
実
と
位
置
づ
け
な
が
ら
も
、
そ
の

社
会
学
的
記
述
に
お
い
て
、
人
と
物
の
間
に
優
劣
関
係
を
設
定
し
て
い
な
い
。

供
犠
の
入
式
過
程
で
、
犠
牲
獣
と
祭
主
の
「
ふ
た
つ
の
人
格
は
全
く
も
っ
て
融

合
す
る
」（SA

 67=39

）
と
い
う
記
述
は
、
供
犠
と
い
う
外
的
な
拘
束
に
た
い

し
、
そ
れ
ら
が
記
述
上
同
一
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
を
、
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　
「
供
犠
論
」
に
お
い
て
、
物
質
的
な
物
を
排
除
し
な
い
こ
の
記
述
は
、『
規
準
』

の
観
察
規
準
か
ら
導
か
れ
て
い
る
。
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、
供
犠
に
か
ん
す

る
既
存
の
理
論
、
聖
典
や
民
族
誌
で
の
理
解
を
ド
グ
マ
と
み
な
し
、
そ
れ
ら
を

あ
く
ま
で
資
料
と
し
て
扱
う
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。「
一
般
に
用
い
ら
れ
て

い
る
い
か
な
る
分
類
を
も
採
用
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
私
た
ち
の
観
点
か
ら

す
る
と
、
一
定
の
方
法
に
し
た
が
っ
た
調
査
の
結
果
で
は
な
い
」（SA

 42=18

）。

こ
の
宣
言
は
、
通
俗
的
な
理
解
か
ら
離
れ
て
社
会
的
事
実
を
「
物
の
よ
う
に
考

察
す
る
」
方
法
へ
の
準
拠
を
示
し
て
お
り
、「
一
定
の
方
法
に
し
た
が
っ
た
調

査
」
と
い
う
文
言
は
、『
規
準
』
を
暗
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「
供
犠
論
」

で
は
、
物
質
的
な
物
が
そ
の
記
述
の
中
心
的
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、「
供
犠
論
」
で
は
、『
規
準
』
で
の
社
会
的
事
物
の
定
義
と
観
察
規

準
へ
の
あ
る
種
の
忠
実
さ
を
示
し
な
が
ら
も
、
先
に
見
た
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
第
二

版
序
文
で
示
し
た
物
質
的
な
物
を
排
除
す
る
解
釈
と
は
、
異
な
る
解
釈
の
も
と

で
記
述
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
解
釈
の
違
い
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
的
な
観
察
規
準
解
釈
に
基
づ
く

『
形
態
』
で
の
供
犠
記
述
を
見
る
こ
と
で
、
よ
り
明
確
に
な
る
。

　
『
規
準
』
の
観
察
規
準
が
『
形
態
』
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
、
ボ
ル
ラ
ン
デ
ィ
（2012

）
の
論
稿
は
扱
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、

観
察
規
準
が
、
実
践
的
な
記
述
に
直
結
す
る
規
準
で
は
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
規
準
解
釈
か
ら
派
生
し
た
、
物
質
的
な
物
の
社
会
学
的
記
述
上

の
地
位
と
い
う
問
題
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、『
形
態
』
第
三
部
は
、
物
質
的
な

物
を
そ
の
記
述
か
ら
排
除
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
『
形
態
』
に
お
い
て
、
供
犠
は
、
聖
な
る
世
界
と
俗
な
る
世
界
を
つ
な
ぐ
積

極
的
祭
祀
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
「
最
も
基
本
的
な
形
態
」（FR 

480=215

）
を
提
示
す
る
事
例
と
し
て
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
取
り
上
げ
る
の
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ル
ン
タ
族
が
イ
ン
テ
ィ
チ
ュ
マ
と
呼
ぶ
儀
礼
で
あ
る
。

　

こ
の
儀
礼
は
、
氏
族
に
応
じ
て
様
々
な
形
で
行
わ
れ
る
が
、
ユ
ベ
ー
ル
や

モ
ー
ス
と
異
な
り
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
そ
の
過
程
や
方
法
の
統
一
性
に
は
注
目
し



デュルケム学派供犠論における『社会学的方法の規準』解釈の複数性

（75）1228

な
い
。
確
か
に
、
彼
は
、
個
々
の
氏
族
の
イ
ン
テ
ィ
チ
ュ
マ
に
お
い
て
、
ど
の

よ
う
な
作
法
で
ど
ん
な
物
質
的
な
物
が
破
壊
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
民
族
学

者
た
ち
の
記
述
を
参
考
に
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
眼
差
し
は
、
そ
れ
を

行
う
人
々
の
意
識
、
信
念
に
向
け
ら
れ
る
。
実
際
、
儀
礼
の
具
体
的
記
述
は
、

「
こ
れ
ら
の
儀
礼
の
効
力
は
、
原
住
民
に
と
っ
て
は
疑
い
よ
う
の
な
い
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
儀
礼
は
待
望
さ
れ
る
結
果
を
一
種
の
必
然
性
を
も
っ
て
生
み

出
す
は
ず
で
あ
る
、
と
そ
の
者
は
確
信
し
て
い
る
」（FR 475=210

）
と
い
う

意
識
に
着
目
し
た
記
述
で
締
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
供
犠

記
述
で
は
、
事
象
次
元
で
生
じ
て
い
る
物
質
的
な
変
化
、
営
み
で
は
な
く
、
そ

こ
に
表
象
さ
れ
る
意
識
や
根
底
に
あ
る
信
念
が
そ
の
中
心
を
占
め
て
い
る
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
と
っ
て
、
供
犠
を
含
む
祭
祀
一
般
の
重
要
性

は
、
信
念
と
の
関
連
性
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
祭
祀
が
信

念
に
依
存
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
祭
祀
は
信
念
に
反
作
用
す
る
。
そ
れ

ゆ
え
信
念
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
も
、
祭
祀
を
よ
く
知
る
こ
と
が
重
要

と
な
る
」（FR 424=121

）。
こ
の
よ
う
に
信
念
が
優
位
な
二
項
関
係
を
前
提

と
す
る
彼
は
、「
供
犠
論
」
が
注
目
す
る
人
の
行
動
や
物
の
破
壊
と
い
っ
た
物

質
的
次
元
を
、
供
犠
の
記
述
と
説
明
か
ら
取
り
除
く
。

　

祭
祀
は
…
…
聖
な
る
諸
存
在
を
生
か
し
、
作
り
直
し
、
絶
え
ず
よ
み
が

え
ら
せ
る
こ
と
を
も
目
的
と
し
て
い
る
…
…
祭
祀
の
真
の
存
在
理
由
は
、

そ
れ
が
最
も
物
質
主
義
的
な
外
見
を
と
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
の

祭
祀
が
命
じ
る
身
振
り
に
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
身
振
り
が
引
き
起
こ
す

こ
と
に
寄
与
す
る
内
的
か
つ
道
徳
的
な
更
新
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（FR 494-5=233-4

）

こ
の
文
章
か
ら
は
、
犠
牲
と
い
う
物
質
的
な
物
が
破
壊
さ
れ
る
、
身
振
り
や
様

式
を
含
む
具
体
的
過
程
を
重
視
し
て
い
た
、「
供
犠
論
」
と
の
明
確
な
隔
た
り

が
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

記
述
の
主
眼
点
の
明
白
な
差
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
形
態
』
の
以
上
の
主

張
も
ま
た
「
供
犠
論
」
と
同
じ
く
、『
規
準
』
の
観
察
規
準
か
ら
導
か
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
何
が
人
々
の
行
為
を
拘
束
し
て
い
る
の
か
を
、

外
的
に
観
察
し
た
結
果
と
し
て
、
そ
の
主
張
を
提
示
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
意
識
的
次
元
に
こ
そ
、
人
々
を
拘
束
す
る
社
会
的
事
実
が
存
在
す

る
。
供
犠
に
お
い
て
人
々
の
信
念
が
向
か
う
聖
な
る
世
界
は
、
そ
の
「
聖
原
理

が
、
実
体
化
さ
れ
変
形
さ
れ
た
社
会
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」（FR 495= 

235

）
が
ゆ
え
に
、
社
会
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
供
犠
の
時
に
「
思
考
を
占
め
て

い
る
の
は
、
共
通
の
信
念
で
あ
り
…
…
い
わ
ば
そ
れ
ら
は
社
会
的
な
物
で
あ
る

…
…
そ
れ
ゆ
え
、
社
会
こ
そ
が
人
々
の
意
識
の
第
一
に
あ
り
、
行
為
を
支
配
し

導
く
」（FR 498=238

）。
ま
さ
に
、
社
会
的
な
物
で
あ
る
信
念
が
行
為
を
外

的
に
導
く
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
結
論
は
、
信
者
の
観
念
に
お
い
て
で

は
な
く
、
そ
こ
か
ら
離
れ
て
、
外
的
に
、
物
の
よ
う
に
観
察
し
た
科
学
者
の
表

象
に
よ
り
到
達
さ
れ
る
（FR 597=389

）。

　

つ
ま
り
、「
供
犠
論
」
と
同
じ
く
『
形
態
』
で
も
、
行
為
を
外
的
に
拘
束
す

る
社
会
的
事
実
を
物
の
よ
う
に
考
察
す
る
と
い
う
『
規
準
』
で
の
命
題
が
、
記
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述
の
規
準
と
し
て
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、「
供
犠
論
」
と
『
形
態
』
は
、『
規
準
』
で
の
社

会
的
事
実
の
定
義
と
観
察
規
準
の
遵
守
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
、「
供
犠
論
」

と
『
形
態
』
で
の
供
犠
記
述
に
お
い
て
、
物
質
的
な
物
に
与
え
ら
れ
た
重
要
性

は
異
な
る
。
前
者
で
は
、
物
質
的
な
物
が
記
述
の
中
心
を
占
め
る
の
に
た
い
し
、

後
者
で
は
記
述
の
中
心
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
る
。
準
拠
す
る
規
準
が
同
じ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
記
述
水
準
で
生
じ
て
い
る
こ
の
差
異
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派

の
内
部
で
制
度
的
・
分
野
的
に
近
し
い
デ
ュ
ル
ケ
ム
と
ユ
ベ
ー
ル
、
モ
ー
ス
と

の
間
で
も
、『
規
準
』
の
観
察
規
準
の
解
釈
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

６

　
供
犠
の
社
会
的
原
因
と
機
能
を
め
ぐ
る

　
　『
規
準
』
解
釈
の
相
違

　
『
規
準
』
解
釈
の
違
い
は
、
物
質
的
な
物
が
記
述
に
占
め
る
位
置
に
つ
い
て

の
み
、
生
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
い
か
に
供
犠
を
社
会
学
的
に

説
明
す
る
か
と
い
う
次
元
に
お
い
て
も
生
じ
て
い
る
。

　

社
会
学
的
な
説
明
に
つ
い
て
は
、『
規
準
』
第
五
章
が
そ
の
規
準
を
示
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、「
あ
る
社
会
的
事
実
の
決
定
原
因
は
個
人
意
識
の
状
態
の
内

4
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4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4
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4
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に
で
は
な
く
先
行
す
る
社
会
的
事
実
の
内
に
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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」

と
「
あ
る
社
会
的
事
実
の
機
能
は
そ
の
事
実
が
何
ら
か
の
社
会
的
目
的
と
取
り

4
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結
ん
で
い
る
関
係
の
内
に
常
に
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

4
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4

4

4
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」
と
い
う
規
準

で
あ
る
（RS 135=190-1

）。

　

デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
こ
の
説
明
規
準
を
、
目
的
論
へ
の
批
判
を
通
じ
て
提
示
し

た
。
目
的
論
と
は
、
社
会
的
事
実
は
そ
こ
か
ら
個
人
が
得
る
利
益
や
人
類
一
般

の
進
歩
へ
の
寄
与
に
よ
っ
て
発
生
す
る
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
（RS 116-7= 

171-2

）。デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、社
会
的
事
実
の
結
果
を
原
因
と
取
り
違
え
て
い
る
点
、

現
実
に
は
多
様
な
目
的
が
あ
り
う
る
こ
と
に
よ
り
社
会
的
事
実
の
説
明
が
不
可

能
に
な
る
点
か
ら
目
的
論
を
批
判
し
、
社
会
的
事
実
の
原
因
と
機
能
（
目
的
・

効
果
）
を
厳
密
に
区
分
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
社
会
的
次
元
に
探
究
す
る
こ

と
を
主
張
す
る
。
そ
の
主
張
を
ま
と
め
た
の
が
、
以
上
の
説
明
規
準
で
あ
る
。

　

こ
の
規
準
を
ふ
ま
え
、『
形
態
』
に
お
い
て
、
供
犠
の
社
会
的
機
能
は
、
豊

作
や
狩
り
の
成
功
と
い
っ
た
諸
個
人
の
利
益
に
応
じ
た
物
質
的
目
的
で
は
な
く
、

社
会
を
定
期
的
に
再
創
造
す
る
こ
と
に
見
い
だ
さ
れ
る
。「
祭
祀
は
現
実
に
、

ひ
と
つ
の
道
徳
的
存
在
…
…
を
定
期
的
に
再
創
造
す
る
と
い
う
効
果
を
も
つ
。

さ
て
、
こ
の
存
在
は
現
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
社
会
で
あ
る
」（FR 497=236-

7

）。
つ
ま
り
、『
形
態
』
に
お
い
て
、
供
犠
は
、
前
項
で
確
か
め
た
よ
う
に
社

会
的
事
実
で
あ
る
信
念
を
そ
の
原
因
と
し
た
上
で
、
社
会
の
再
創
造
を
そ
の
機

能
と
し
て
も
つ
儀
礼
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、「
供
犠
論
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
題
名
「
供
犠
の
本
質
と
機
能
に

つ
い
て
試
論
」
か
ら
す
る
と
奇
妙
な
こ
と
に
、「
社
会
的
機
能la fonction 

sociale
」
の
語
は
計
三
回
し
か
出
て
こ
な
い
。
こ
の
状
況
は
、
一
見
す
る
と
、

ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
が
、
供
犠
の
社
会
的
機
能
の
探
究
と
い
う
「
社
会
学
的
な

問
題
設
定
を
議
論
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
」（
山
﨑 2009: 77

）
な
か
っ
た

こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
思
え
る
）
2
（

。
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で
は
、「
供
犠
論
」
は
、
供
犠
を
そ
の
社
会
的
な
原
因
と
機
能
に
よ
り
説
明

す
る
と
い
う
、『
規
準
』
の
説
明
規
準
を
考
慮
し
て
い
な
い
の
か
。

　
「
供
犠
論
」
序
文
に
お
け
る
先
行
研
究
批
判
と
第
五
章
「
神
の
供
犠
」
は
、

む
し
ろ
、「
供
犠
論
」
が
説
明
規
準
を
十
分
に
参
照
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
序
文
に
お
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
け
る
目
的
論
へ
の

批
判
が
、
第
五
章
に
お
い
て
は
、
社
会
的
事
実
た
る
供
犠
か
ら
供
犠
自
体
が
発

生
す
る
過
程
の
説
明
が
、
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
供
犠
論
」
序
文
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
類
学
派
の
知
見
が
先
行
研
究
と
し
て

検
討
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
供
犠
を
聖
体
拝
領
さ
れ
た
ト
ー
テ
ム
神
を
共
に
食

べ
る
儀
式
と
み
な
し
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
に
そ
の
起
源
を
求
め
る
ロ
バ
ー
ト
ソ

ン
・
ス
ミ
ス
の
理
論
に
た
い
し
、
ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
批
判
を
加
え
て
い
る
。

　

批
判
点
は
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
当
時
の
民
族
誌
的
資
料
を
見
る
限
り
、

ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
が
、
ス
ミ
ス
が
想
定
す
る
ほ
ど
に
は
、
普
遍
的
な
制
度
で
は
な

い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
更
な
る
調
査
を
通
じ
て
、
そ
の
普
遍
性
が
証
明
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
こ
の
点
は
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
（SA

 33=8

）。

　

よ
り
問
題
で
あ
る
の
は
、「
ス
ミ
ス
が
、
聖
体
拝
領
的
な
供
犠
と
そ
の
他
の

種
類
の
供
犠
の
間
に
打
ち
立
て
た
と
主
張
し
た
、
歴
史
的
連
続
性
お
よ
び
論
理

的
分
化
で
あ
る
」（SA

 33=8

）。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
歴
史
や
民
族
誌
の
資
料
に

あ
た
る
と
、
私
た
ち
は
贖
罪

4

4

が
ど
こ
に
お
い
て
も
聖
体
拝
領
と
並
ん
で
い
る
こ

と
に
気
づ
く
」（SA

 33=8

）
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
聖
体
拝
領
と
い
う
唯

一
の
目
的
に
供
犠
の
起
源
を
見
る
ス
ミ
ス
の
論
理
は
、
あ
ら
ゆ
る
供
犠
に
お
い

て
そ
の
目
的
が
贖
罪
と
い
う
他
の
目
的
と
合
わ
さ
っ
て
い
る
以
上
、
現
実
に
即

さ
な
い
。
論
理
と
現
実
の
こ
の
相
違
は
、
供
犠
の
一
目
的
に
す
ぎ
な
い
聖
体
拝

領
を
供
犠
の
原
因
と
取
り
違
え
る
、
と
い
う
目
的
論
的
誤
謬
を
ス
ミ
ス
が
犯
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

ゆ
え
に
、
研
究
者
は
以
下
の
こ
と
を
認
め
、
目
的
論
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。「
供
犠
の
機
会
は
無
数
に
あ
り
、
望
ま
れ
る
結
果
も
様
々
で
あ
り
、

目
的
の
多
様
性
は
手
段
の
多
様
性
を
含
意
す
る
」（SA

 42=18

）。
つ
ま
り
、

ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、
先
述
の
『
規
準
』
で
の
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
目
的
論
批
判

と
同
じ
論
調
で
、
聖
体
拝
領
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
目
的
が
供
犠
の
原
因
に
は
な
ら

な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

個
人
に
と
っ
て
そ
の
目
的
が
多
様
で
あ
る
供
犠
の
統
一
性
を
記
述
す
る
た
め

に
は
、そ
の
社
会
的
次
元
、個
人
の
意
思
に
関
わ
り
な
く
遂
行
す
る
供
犠
の
「
同

一
の
核
…
…
あ
る
同
一
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」（SA

 47=23

）
を
分
析
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
論
理
展
開
も
、『
規
準
』
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
論
理

展
開
を
た
ど
っ
た
結
果
が
、
先
述
の
、
犠
牲
の
破
壊
と
い
う
人
々
に
外
的
に
課

せ
ら
れ
る
方
法
に
供
犠
の
本
質
を
見
い
だ
す
、「
供
犠
論
」
で
の
結
論
な
の
で

あ
る
（SA

 133=104

）。

　

モ
ー
ス
は
、
そ
の
核
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
供
犠
現
象
の
原
因

4

4

と
み
な
し
て
い

た
。
ユ
ベ
ー
ル
へ
の
一
八
九
八
年
の
手
紙
は
、
供
犠
現
象
の
核
が
供
犠
の
原
因
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│
│
│
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│
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│
│
│
│

（
２

） 　

実
は
、「
供
犠
論
」
の
草
稿
段
階
で
、
供
犠
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
の
言
及
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
苦
言
を
呈
し
て
い
る
（D

urkheim
 1998: 108

）。
そ
れ
を
受
け
、

ユ
ベ
ー
ル
と
モ
ー
ス
は
、
結
論
部
分
を
供
犠
の
社
会
的
・
道
徳
的
機
能
に
当
て
る
計
画
を
示
し
た
が
（D

urkheim
 1998: 159-60

）、
実
際
に
は
、
そ
の
部
分
は
書
か
れ
な
か
っ
た
。
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で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
記
述
す
る
と
い
う
説
明
規
準
に

忠
実
な
目
的
が
、「
供
犠
論
」
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

ど
こ
に
お
い
て
も
、
供
犠
現
象
の
核
、
そ
の
本
質
的
な
法
則
、
内
在
的

な
原
因
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
さ
て
、
そ
の
原
因
は
、
私

た
ち
が
明
ら
か
に
で
き
る
と
私
は
十
分
な
確
か
ら
し
さ
と
共
に
望
ん
で
い

る
が
、
根
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。（M

auss 1989: 13

）

　

一
方
の
ユ
ベ
ー
ル
も
ま
た
、
同
様
の
考
え
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
、「
供
犠

論
」
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
読
み
取
れ
る
。
彼
が
主
に
担
当
し
た
「
供
犠
論
」
第
五

章
で
は
、「
ど
の
よ
う
に
し
て
、
農
業
的
供
犠
の
儀
礼
に
と
て
も
よ
く
似
た
儀

礼
の
発
展
が
、
固
有
で
超
越
的
な
神
の
、
贖
罪
的
か
つ
聖
体
拝
領
的
な
供
犠
の

観
念
を
生
み
出
し
得
た
の
か
」（SA

 131=101

）
が
、
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
主
題
に
従
い
、
犠
牲
と
神
の
同
一
化
や
神
話
と
い
っ
た
、
神
の
供
犠
に
お
け

る
諸
々
の
必
須
条
件
が
、
農
業
的
供
犠
の
反
復
に
由
来
す
る
こ
と
を
示
し
た
ユ

ベ
ー
ル
は
、
神
の
供
犠
が
農
業
的
供
犠
か
ら
生
じ
た
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
つ

ま
り
、
第
五
章
で
は
、
社
会
的
事
実
た
る
供
犠
が
供
犠
自
身
を
生
み
出
す
過
程

が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
序
文
や
第
五
章
は
、「
供
犠
論
」
が
、
説
明
規
準
が
求
め
る
供

犠
の
社
会
的
原
因
の
解
明
を
試
み
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　

で
は
、
供
犠
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。「
供
犠
論
」
で
は
、『
形

態
』
と
は
異
な
り
、
供
犠
が
社
会
維
持
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
主
張
は
控
え

め
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
結
論
最
終
部
（SA

 136-7=109

）
で
は
、
そ
の

よ
う
な
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
直
前
ま
で
の
記
述
ベ
ー
ス
の

分
析
か
ら
は
か
け
離
れ
て
お
り
、
付
け
加
え
た
感
じ
が
否
め
な
い
（
同
様
の
指

摘
と
し
て
、Besnard 2003: 323; 

山
﨑 2009: 77

）。

　

そ
の
結
論
を
除
く
「
供
犠
論
」
全
体
を
見
て
み
れ
ば
、
機
能
は
目
的
の
語
と

代
替
的
に
、
安
全
や
豊
作
、
贖
罪
と
い
っ
た
個
々
の
供
犠
の
恩
恵
を
指
し
示
し

て
お
り
、『
形
態
』
で
の
社
会
一
般
に
共
通
す
る
唯
一
の
機
能
と
い
う
意
味
は

読
み
取
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
分
析
を
ふ
ま
え
る
と
、「
供
犠
論
」
で
の
力
点
は
、

供
犠
の
方
法
論
的
統
一
性
や
そ
れ
自
体
か
ら
の
発
展
過
程
の
解
明
を
通
じ
て
、

供
犠
の
社
会
性
を
示
す
こ
と
で
、
そ
の
機
能
、
個
々
の
恩
恵
や
目
的
が
社
会
的

で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
に
置
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
、『
形
態
』
と
「
供
犠
論
」
の
供
犠
記
述
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
が

と
も
に
『
規
準
』
の
説
明
規
準
に
従
い
な
が
ら
も
、
供
犠
の
社
会
的
原
因
・
機

能
に
つ
い
て
異
な
る
説
明
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
て
き
た
。
本
項
の
ま

と
め
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
著
作
で
の
供
犠
に
つ
い
て
の
説
明
を
整
理
し
、
そ
こ

に
現
れ
る
説
明
規
準
の
解
釈
の
違
い
を
図
式
的
に
提
示
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
『
形
態
』
に
お
い
て
、
供
犠
の
本
質
を
な
す
社
会
的
機
能
と
は
、
個
々
の
物

質
的
な
目
的
を
超
え
て
、
社
会
・
意
識
次
元
に
措
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
供
犠
が
も
つ
社
会
的
機
能
と
原
因
は
、
意
識
次
元
に
お
け
る
社
会

全
体
の
再
創
造
と
そ
の
必
要
性
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
理
解
に
お
い
て
は
、

個
々
の
供
犠
に
お
け
る
物
質
的
形
式
や
目
的
の
多
様
さ
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
供

犠
一
般
が
も
つ
そ
の
単
一
の
社
会
的
機
能
に
収
斂
す
る
と
い
う
意
味
で
、
重
要
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性
を
も
た
な
い
（FR 552=317

）。
こ
れ
が
、
説
明
規
準
に
則
る
『
形
態
』
で

の
供
犠
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
説
明
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
よ
れ
ば
、
こ
の
単
一
の
社
会
的
機
能
は
、
供
犠

を
含
む
あ
ら
ゆ
る
宗
教
的
儀
礼
に
共
通
す
る
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
理

解
に
お
い
て
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
供
犠
と
そ
の
他
の
儀
礼
と
の
表
面
的
な
差
異

を
、
そ
の
本
質
的
な
社
会
的
機
能
の
上
で
、
無
効
化
す
る
（FR 554-5=319-

20

）。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
間
の
差
異
は
、
事
象
次
元
で
の
動
作
や
目
的

に
お
い
て
生
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
形
態
』
に
お
け
る
供
犠
は
、

そ
の
物
質
的
な
差
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
学
的
説
明
に
お
い
て
は
、
社
会

一
般
と
の
関
係
で
見
い
だ
さ
れ
る
意
識
的
次
元
で
の
そ
の
社
会
的
機
能
ゆ
え
に
、

他
の
儀
礼
と
同
一
の
抽
象
的
枠
組
み
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
「
供
犠
論
」
に
お
い
て
も
、
供
犠
は
目
的
論
的
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、「
供
犠
論
」
で
は
『
形
態
』
と
は
違
い
、
社
会
一
般
と
の
関
係
に
お
い

て
唯
一
の
社
会
的
機
能
を
措
定
す
る
主
張
は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由

は
、「
供
犠
論
」
に
お
い
て
、
供
犠
の
本
質
が
、
そ
の
社
会
的
機
能
で
は
な
く
、

そ
の
事
象
を
社
会
的
事
実
た
ら
し
め
る
犠
牲
の
破
壊
と
い
う
方
法
的
統
一
性
で

説
明
さ
れ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
社
会
的
機
能
を
個
々
の
物
質
的
目
的
に
対

置
す
る
こ
と
な
し
に
、
供
犠
の
社
会
性
を
定
立
す
る
「
供
犠
論
」
で
は
、
社
会

的
事
実
で
あ
る
供
犠
が
い
か
に
生
じ
、
多
様
化
し
、
ど
の
よ
う
な
作
用
を
人
々

に
及
ぼ
す
の
か
と
い
う
、
事
象
次
元
で
の
原
因
・
機
能
の
説
明
が
、
社
会
学
的

に
重
要
と
な
る
。
つ
ま
り
、
方
法
的
統
一
性
を
も
つ
供
犠
が
、
ど
の
よ
う
に
し

て
、
形
式
や
目
的
の
多
様
さ
を
内
包
し
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
説
明
す
る
こ

と
が
、「
供
犠
論
」
で
試
み
ら
れ
た
供
犠
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
説
明
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、『
規
準
』
の
説
明
規
準
か
ら
、
意
識
次
元
に
つ
い
て
の
抽
象
的
・

単
一
的
説
明
を
導
い
た
『
形
態
』
に
た
い
し
、「
供
犠
論
」
は
事
象
次
元
に
つ

い
て
の
具
体
的
・
複
数
的
説
明
を
導
い
て
い
る
。
供
犠
の
説
明
に
お
け
る
こ
の

方
向
性
の
違
い
は
、
説
明
規
準
が
別
様
に
解
釈
さ
れ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て

い
る
。

７

　
結
　
論

　

分
析
の
最
後
に
、
以
上
で
別
個
に
扱
っ
た
観
察
規
準
と
説
明
規
準
が
、
ど
の

よ
う
に
関
連
し
て
『
形
態
』
と
「
供
犠
論
」
そ
れ
ぞ
れ
の
供
犠
記
述
を
構
成
す

る
の
か
を
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

存
在
論
と
認
識
論
の
両
次
元
を
総
合
し
て
、
社
会
的
事
実
の
非
物
質
的
な
実

在
性
を
強
調
す
る
『
規
準
』
解
釈
に
向
か
う
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
と
っ
て
、
供
犠
は
、

人
々
の
身
振
り
や
物
の
破
壊
と
い
っ
た
物
質
的
側
面
を
離
れ
て
、
非
物
質
的
・

意
識
的
に
そ
の
外
部
に
実
在
す
る
社
会
を
参
照
し
な
け
れ
ば
、
社
会
学
的
に
説

明
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、『
形
態
』
で
は
、
物
質
的
な
原
因
で
あ
る
動
作
で
な

く
信
念
が
、
物
質
的
な
機
能
で
あ
る
動
植
物
の
繁
栄
で
は
な
く
集
合
生
活
の
復

活
が
、
供
犠
の
原
因
と
機
能
と
し
て
記
述
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
供
犠
は
他
の

儀
礼
と
同
列
に
扱
わ
れ
、
そ
の
多
様
さ
は
単
一
の
社
会
的
機
能
に
還
元
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、「
供
犠
論
」
に
見
い
だ
さ
れ
る
の
は
、
物
質
的
な
物
を
肯
定
的
に

も
否
定
的
に
も
特
別
視
し
な
い
『
規
準
』
解
釈
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
供
犠
を
、
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社
会
的
事
実
、
個
人
を
外
的
に
拘
束
す
る
行
為
形
態
と
し
て
扱
う
こ
と
が
、
そ

の
社
会
学
的
記
述
・
説
明
か
ら
の
物
質
的
な
物
の
排
除
と
は
か
か
わ
り
が
な
い

こ
と
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、
観
察
規
準
と
説
明
規
準
に
し
た

が
っ
て
、
認
識
論
的
な
誤
謬
を
避
け
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
観
察
の
結
果
、「
供

犠
論
」
で
は
、
物
質
的
な
物
の
破
壊
と
い
う
方
法
の
統
一
性
が
供
犠
の
本
質
と

し
て
措
定
さ
れ
る
。
同
時
に
、
そ
の
説
明
で
は
、
統
一
的
方
法
に
よ
り
保
証
さ

れ
た
供
犠
の
社
会
性
が
前
提
と
な
る
。
そ
の
結
果
、「
供
議
論
」
で
の
社
会
学

的
説
明
と
は
、
外
的
な
社
会
へ
の
参
照
な
し
に
、
供
犠
と
供
犠
の
連
な
り
と
供

犠
の
多
様
な
目
的
が
統
一
的
方
法
に
根
ざ
す
こ
と
の
説
明
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
学
派
に
よ
る
供
犠
に
つ
い
て
の
実
践
的
諸
記
述

の
中
に
は
、『
規
準
』
解
釈
の
複
数
性
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
こ
の
知
見
は
、『
規

準
』
を
め
ぐ
る
理
論
的
論
争
を
扱
っ
た
パ
オ
レ
ッ
テ
ィ
や
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
自
身

の
『
規
準
』
解
釈
を
分
析
し
た
ボ
ル
ラ
ン
デ
ィ
の
知
見
と
な
ら
び
、
し
か
し
そ

れ
ら
と
は
異
な
る
や
り
方
と
範
囲
に
お
い
て
、『
規
準
』
が
多
様
に
解
釈
さ
れ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
が
扱
っ
た
の
は
、『
規
準
』
を
め
ぐ
る
様
々
な

解
釈
の
一
部
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
、
ユ
ベ
ー
ル
、

モ
ー
ス
と
い
う
、
非
常
に
密
接
な
協
働
体
制
を
築
い
て
い
た
間
柄
の
中
で
生
じ

て
い
る
こ
と
は
、『
規
準
』
が
も
つ
本
質
的
な
多
義
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
『
形
態
』
執
筆
時
の
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
、
自
身
の
主
張
と
「
供
犠
論
」
の
差
異

に
ど
こ
ま
で
自
覚
的
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。『
形
態
』
第
三
部
に
お
い
て
、

「
供
犠
論
」
は
四
度
参
照
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
参
照
で
は
、「
供

犠
論
」
の
結
論
で
あ
る
供
犠
の
本
質
と
し
て
の
方
法
的
統
一
性
に
言
及
し
て
い

な
い
。
む
し
ろ
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、「
供
犠
論
」
が
す
で
に
批
判
し
て
い
た
ス

ミ
ス
の
論
に
わ
ざ
わ
ざ
立
ち
返
り
、
そ
の
批
判
的
継
承
か
ら
供
犠
の
本
質
に
つ

い
て
の
自
身
の
論
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、「
供
犠
論
」
で
の
議
論
に

つ
い
て
、
あ
る
種
の
無
視
が
存
在
す
る
。

　

そ
し
て
、『
形
態
』
の
執
筆
に
取
り
掛
か
っ
て
い
た
一
九
〇
八
年
に
は
、
デ
ュ

ル
ケ
ム
が
、
モ
ー
ス
が
書
い
た
「
供
犠
論
」
を
含
む
論
文
集
の
序
文
を
、
自
身

が
監
修
す
る
『
社
会
学
年
報
叢
書
』
に
は
掲
載
で
き
な
い
と
一
度
つ
き
か
え
す

事
件
が
発
生
し
て
い
る
（D

urkheim
 1998: 3

）
3
（89

）。

　

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ベ
ナ
ー
ル
は
、
こ
の
拒
絶
を
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
よ
り
先
に
モ
ー

ス
が
イ
ン
テ
ィ
チ
ュ
マ
に
言
及
す
る
こ
と
に
反
感
を
抱
い
た
か
ら
、
と
説
明
し

て
い
る
（Besnard 2003: 328

）。
そ
の
た
め
、
最
終
的
に
掲
載
さ
れ
た
序
文

で
は
、
イ
ン
テ
ィ
チ
ュ
マ
に
つ
い
て
の
言
及
が
大
幅
に
省
か
れ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
べ
ナ
ー
ル
は
推
測
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
修
正
後
の
序
文
内
容
を
見
る
と
、
彼
ら
の
間
で
生
じ
て
い
た

の
は
、
テ
ー
マ
言
及
の
優
先
権
と
い
う
問
題
よ
り
も
、
深
刻
な
問
題
で
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
モ
ー
ス
の
序
文
で
は
、
イ
ン
テ
ィ
チ
ュ
マ
の

例
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
に
供
犠
の
起
源
を
求
め
る
ス
ミ
ス
の

主
張
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
旨
が
、
主
張
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（H

ubert 
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│
│
│
│
│
│
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│
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│
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│
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│
│
│
│
│

（
３

） 　
『
社
会
学
年
報
叢
書
』
と
は
『
年
報
』
協
力
者
た
ち
の
単
著
シ
リ
ー
ズ
で
あ
り
、『
形
態
』
も
こ
の
形
で
出
版
さ
れ
た
。
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（81）1222

et M
auss 1908=1983: 202

）。
た
い
し
て
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
的
儀
礼
で
あ
る

イ
ン
テ
ィ
チ
ュ
マ
に
供
犠
の
原
型
を
見
い
だ
す
の
は
、『
形
態
』
で
の
基
本
的

な
主
張
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
否
定
す
る
モ
ー
ス
の
文
章
は
、『
形
態
』
を
準
備

し
て
い
た
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
と
っ
て
、
受
け
入
れ
が
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
に
示
し
て
き
た
よ
う
に
、「
供
犠
論
」
と
『
形
態
』
の
間
に
あ
る
供
犠

理
解
の
差
異
は
、
そ
れ
ら
が
共
に
忠
実
な
『
規
準
』
解
釈
が
異
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
モ
ー
ス
の
序
文
を
突

き
返
し
た
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
自
身
の
甥
と
の
『
規
準
』
解
釈
の
差
異
に
気
づ
い

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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